第５号様式（第５条関係）

	誓　約　及　び　承　諾　書
年　　月　　日

（あて先）　長崎市長　

設置者

住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　

法人にあっては、主たる事務所の所在地、

名称及び代表者の氏名
浄化槽の設置届を提出するにあたり、下記のことを誓約及び承諾します。

記

1． 浄化槽に係る紛争が生じたり、苦情があった場合は、当事者間により責任を持って解決します。

2． 浄化槽の使用に当たっては、環境省関係浄化槽法施行規則第１条に定める使用に関する準則※1を遵守します。

3． 浄化槽の使用に当たっては、浄化槽法及び技術上の基準等の定めるところにより、保守点検については保守点検業者に委託し、又は自ら※２浄化槽の保守点検を適正に行うとともに、清掃については浄化槽清掃業者に委託し、又は自ら※２浄化槽の清掃を適正に行います。

4． 浄化槽法第７条に規定する浄化槽の使用開始３ヶ月後の法定検査※３及び同法第１１条に規定する毎年１回の定期的な法定検査※３を受けます。
5． 法定検査を受けるため、浄化槽設置届をはじめとする当該浄化槽の各種届出書及び報告書の副本が、長崎市長から指定検査機関に送付されることを承諾します。

6． 上記のほか、関係法規を遵守します。

※１．使用に関する準則

一 　し尿を洗い流す水は、適正量とする。 

二 　殺虫剤、洗剤、防臭剤、油脂類、紙おむつ、衛生用品等であって、浄化槽の正常な機能を妨げるものは、流入させない。 

三 　みなし浄化槽にあっては、雑排水を流入させない。 

四 　浄化槽（みなし浄化槽を除く。）にあっては、工場排水、雨水その他の特殊な排水を流入させない。 

五 　電気設備を有する浄化槽にあっては、電源を切らない。 

六 　浄化槽の上部又は周辺には、保守点検又は清掃に支障を及ぼすおそれのある構造物を設けない。 

七 　浄化槽の上部には、その機能に支障を及ぼすおそれのある荷重をかけない。 

八 　通気装置の開口部をふさがない。 

九 　浄化槽に故障又は異常を認めたときは、直ちに、浄化槽管理者にその旨を通報する。

※２．自ら浄化槽の保守点検又は清掃を行う者にあっては、自ら行おうとする業務に必要な器具の一覧表を添付すること。

※３．法定検査は、浄化槽法第57条第１項の規定により長崎県知事が指定する指定検査機関（一般財団法人長崎県浄化槽協会）が行う。



